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場の人々の視点に基づく防災体制づくり

のための調査、研修、教材作成に力を注ぐ。

元東日本大震災女性支援ネットワーク運

営委員。

大学卒業後 (特活)CODE海外災害援助

市民センタースタッフとして海外の災害復

興援助に関わる中でジェンダー視点に興

味を持つ。大学院修了後、国連地域開発

センター (∪ NCRD)に てアジアにおける

ジェンダーとコミュニティ防災研究に従事。

人と防災未来センター主任研究員を経て

現在関西学院大学災害復興制度研究所

指定研究員。

ウィメンズネット。こうべ代表理事

阪神淡路大震災発生直後、女性支援ネッ

トワークとして被災女性の支援を行う。災

害支援に女性の視点の必要性を痛感し、

全国に情報発信する。元東日本大震災女

性支援ネットワーク世話人。減災と男女共

同参画研修推進センター運営委員。
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獨蝙|こうべまちづくり会館2階ホール

■主催

■共催

■後援

■参加費 資料代 1ヮ000円

電「078-734‐ 1308
●保育有 要予約

メール:womens口net―kobe@nifty.com   :
HP:http://Wn― kObeoorojp/
HP「災害と女性」情報ネットワークは、2008年アジア防災センターより防災政策事例集に選
ばれました。96年「女たちが語る阪神淡路大震災」2005年「災害と女性」資料集を編集・発行。
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